
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

審

査

○

仮

免

許

試

験

補

助

事

務

の

委

託

に

係

る

岡

山

県

〃

担

当

課

（

室

）

公

安

委

員

会

が

認

め

る

法

人

の

認

定

の

審

査

目

次

○

取

得

時

講

習

の

委

託

に

係

る

岡

山

県

公

安

委

員

〃

会

が

認

め

る

法

人

等

の

認

定

の

審

査

【

規

則

】

○

災

害

救

助

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

保

健

福

祉

課

○

高

齢

者

講

習

、

認

知

機

能

検

査

等

の

委

託

に

係

〃

則

る

岡

山

県

公

安

委

員

会

が

認

め

る

法

人

の

認

定

の

（

県

例

規

集

登

載

）

審

査

【

告

示

】

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

長

寿

社

会

課

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

等

の

指

定

〃

○

指

定

居

宅

介

護

支

援

事

業

者

の

指

定

〃

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

等

の

事

業

の

廃

止

〃

○

岡

山

県

収

入

証

紙

売

り

さ

ば

き

場

所

の

変

更

会

計

課

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

土

地

改

良

区

清

算

人

の

退

任

届

耕

地

課

○

二

級

建

築

士

の

免

許

の

取

消

し

建

築

指

導

課

○

〃

〃

【

公

安

委

員

会

】

○

安

全

運

転

管

理

者

等

講

習

の

委

託

に

係

る

岡

山

交

通

企

画

課

県

公

安

委

員

会

が

認

め

る

法

人

等

の

認

定

の

審

査

○

指

定

自

動

車

教

習

所

職

員

講

習

の

委

託

に

係

る

運

転

免

許

課

岡

山

県

公

安

委

員

会

が

認

め

る

法

人

等

の

認

定

の

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
規
則
第
四
十
五
号

災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

避
難
所
の
設
置
は
、
学
校
、
公
民
館
等
の
既
存
の
建

物
の
利
用
を
原
則
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
適
当
な
建
物
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
野
外
に
仮
小
屋
を

設
置
し
、
天
幕
を
設
営
し
、
又
は
そ
の
他
の
適
切
な
方

「

避
難
所
の
設
置
は
、
学
校
、
公
民
館
等
の
既
存
の
建

別
表
第
一

の
項
１
中

を

法
に
よ
り
実
施
す
る
。

に

「
、
三
二
〇
円
」
を
「

三
二
〇
円
」
に
、

物
の
利
用
を
原
則
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
適
当
な
建
物
を

、

（一）

避
難
所
で
の
生
活
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
等
に
お
い

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
野
外
に
仮
小
屋
又

て
は
、
避
難
所
に
避
難
し
て
い
る
者
へ
の
健
康
上
の
配

は
天
幕
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
実
施
す
る
。

」

慮
等
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
そ
の
他
の
宿
泊
施
設
の

借
上
げ
を
実
施
し
、
こ
れ
を
供
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

「

冬
季
（
十
月
か
ら
三
月
ま
で
）
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る

「

福
祉
避
難
所
（
高
齢
者
、
障
害
者
等
（
以
下
「
高
齢
者
等
」
と
い
う

）

額
を
加
算
す
る
。

。

を

に
改
め
、
同
項
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

高
齢
者
、
障
害
者
等
（
以
下
「
高
齢
者
等
」
と
い
う

）
で
あ
つ
て
、

。

で
あ
つ
て
避
難
所
で
の
生
活
に
お
い
て
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
も

の
に
供
与
す
る
避
難
所
を
い
う

）
を
設
置
し
た
場
合
は
、
当
該
地
域

避
難
所
で
の
生
活
に
お
い
て
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
も
の
を
収
容

。

に
お
い
て
当
該
特
別
な
配
慮
の
た
め
に
必
要
な
通
常
の
実
費
を
加
算
す

す
る
福
祉
避
難
所
を
設
置
し
た
場
合
、
特
別
な
配
慮
の
た
め
に
必
要
な

る
こ
と
が
で
き
る
。

」

当
該
地
域
に
お
け
る
通
常
の
実
費
を
加
算
で
き
る
。

」

２

住
家
が
全
壊
し
、
全
焼
し
、
又
は
流
失
し
、
居
住
す

建
設
型
仮
設
住

建
設
型
仮
設
住
宅
の
設
置
の
た
め
に
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
費
用

同

右

応
急
仮

る
住
家
が
な
い
者
で
あ
つ
て
自
ら
の
資
力
で
は
住
宅
を

宅
は
、
災
害
発
生

は
、
設
置
に
係
る
原
材
料
費
、
労
務
費
、
付
帯
設
備
工
事
費
、
輸
送
費

設
住
宅

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
、
建
設
し
供
与
す
る
も

の
日
か
ら
二
十
日

及
び
建
築
事
務
費
等
の
一
切
の
経
費
と
し
て
、
五
、
五
一
六
、
〇
〇
〇
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の
（
以
下
「
建
設
型
仮
設
住
宅
」
と
い
う

、
民
間

以
内
に
着
工
し
、

円
以
内
と
す
る
。

。
）

の
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
て
供
与
す
る
も
の
（
以
下
「
借

速
や
か
に
設
置
し

建
設
型
仮
設
住
宅
の
供
与
の
終
了
に
伴
う
当
該
建
設
型
仮
設
住
宅
の

上
型
仮
設
住
宅
」
と
い
う

）
又
は
そ
の
他
適
切
な
方

な
け
れ
ば
な
ら

解
体
撤
去
及
び
土
地
の
原
状
回
復
の
た
め
に
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

法
に
よ
り
供
与
す
る
も
の
と
す
る
。

ず
、
供
与
す
る
こ

費
用
は
、
当
該
建
設
型
仮
設
住
宅
が
供
与
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
実
費

建
設
型
仮
設
住
宅
の
設
置
に
当
た
つ
て
は
、
原
則
と

と
が
で
き
る
期
間

と
す
る
。

し
て
、
公
有
地
を
利
用
す
る
。
た
だ
し
、
適
当
な
公
有

は
、
完
成
の
日
か

借
上
型
仮
設
住
宅
の
借
上
げ
の
た
め
に
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
費

地
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
民
有
地
を
利

ら
建
築
基
準
法

用
は
、
家
賃
、
共
益
費
、
敷
金
、
礼
金
、
仲
介
手
数
料
又
は
火
災
保
険

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
昭
和
二
十
五
年

等
そ
の
他
民
間
の
賃
貸
住
宅
の
貸
主
又
は
仲
介
業
者
と
の
契
約
に
不
可

建
設
型
仮
設
住
宅
の
一
戸
当
た
り
の
規
模
は
、
応
急

法
律
第
二
百
一

欠
な
も
の
と
し
て
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
額
と
す
る
。

救
助
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
、
世
帯
構
成
等

号
）
第
八
十
五
条

に
応
じ
て
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
三
項
又
は
第
四

建
設
型
仮
設
住
宅
を
同
一
敷
地
内
又
は
近
接
す
る
地

項
の
規
定
に
よ
る

域
内
に
お
お
む
ね
五
十
戸
以
上
設
置
し
た
場
合
は
、
居

期
限
ま
で
と
す

住
者
の
集
会
等
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
を
設
置
す
る

る
。

こ
と
が
で
き
、
五
十
戸
未
満
の
場
合
に
お
い
て
も
戸
数

借
上
型
仮
設
住

に
応
じ
た
小
規
模
な
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

宅
は
、
災
害
発
生

る
。

の
日
か
ら
速
や
か

福
祉
仮
設
住
宅
（
老
人
居
宅
介
護
等
事
業
等
を
利
用

に
民
間
の
賃
貸
住

し
や
す
い
構
造
及
び
設
備
を
有
し
、
高
齢
者
等
で
あ
つ

宅
を
借
り
上
げ
、

て
日
常
の
生
活
上
特
別
な
配
慮
を
要
す
る
複
数
の
も
の

提
供
し
な
け
れ
ば

に
供
与
す
る
施
設
を
い
う

）
を
建
設
型
仮
設
住
宅
と

な
ら
ず
、
供
与
す

。

し
て
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る

借
上
型
仮
設
住
宅
の
一
戸
当
た
り
の
規
模
は
、
世
帯

期
間
は
、
建
設
型

の
人
数
に
応
じ
て
建
設
型
仮
設
住
宅
に
準
ず
る
も
の
と

仮
設
住
宅
と
同
様

す
る
。

の
期
間
と
す
る
。
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「
ロ

住
家
に
被
害
を
受
け
、
炊
事
が
で
き
な
い
者

別
表
第
一

の
項
１
中

ハ

住
家
に
被
害
を
受
け
、
一
時
縁
故
地
等
へ
避
難
す

を

に
改
め

「
。
た
だ
し
、
ハ
の
場
合
は
、
こ
の
期
間
内
に
三
日

「
ロ

住
家
に
被
害
を
受
け
、
又
は
災
害
に
よ
り
現
に
炊

、

（二）

事
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

」

る
必
要
が
あ
る
者

」

分
以
内
を
現
物
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
削
り

「
一
、
一
一
〇
円
」
を
「
一
、
一
三
〇
円
」
に
改
め
、
同
表

の
項
中
「
船
舶
の
遭
難
」
を
「
全
島
避
難
」
に

「
喪
失
し
、
又
は
損
傷
し
」
を
「
喪
失
又
は

、

、

（三）

損
傷
等
に
よ
り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
」
に

「
五
五
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
四
、
九
〇
〇
円
」
に

「
六
四
、
三
〇
〇
円
」
を
「
六
四
、
二
〇
〇
円
」
に

「
五
三
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
二
、
九
〇
〇
円
」
に
、

、

、

、

「
八
〇
、
九
〇
〇
円
」
を
「
八
〇
、
八
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表

の
項
中
「
五
七
六
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
七
四
、
〇
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表

の
項
中
「
に
よ
り
学
用
品
を
喪
失
し
、
又
は
損
傷
し
」
を
「
に

（六）

（八）

よ
る
喪
失
若
し
く
は
損
傷
等
に
よ
り
学
用
品
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
」
に

「
四
、
三
〇
〇
円
」
を
「
四
、
四
〇
〇
円
」
に

「
四
、
六
〇
〇
円
」
を
「
四
、
七
〇
〇
円
」
に

「
五
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
五
、
一

、

、

、

〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表

の
項
中
「
二
一
〇
、
四
〇
〇
円
」
を
「
二
一
〇
、
二
〇
〇
円
」
に

「
一
六
八
、
三
〇
〇
円
」
を
「
一
六
八
、
一
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表

の
項
中
「
一
世
帯
当
た
り

一
三
四
、
八

、

十
二

（九）

〇
〇
円
」
を
「
市
町
村
内
に
お
い
て
障
害
物
の
除
去
を
行
つ
た
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
が
一
三
五
、
一
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表

の
項
中
「
避
難
」
を
「
避
難
に
係
る
支
援
」
に
改
め
る
。

十
三

「

、

」

「

、

」

、「

、

」

「

、

」

、「

、

」

「

、

」

、「

、

」

「

、

別
表
第
二
中

二
〇

一
〇
〇
円

を

一
九

三
〇
〇
円

に

一
五

七
〇
〇
円

を

一
五

九
〇
〇
円

に

一
六

一
〇
〇
円

を

一
五

八
〇
〇
円

に

一
九

九
〇
〇
円

を

二
〇

四
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
四
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

な
な
い
ろ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

２

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
上
笠
加
二
九
二

一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

有
限
会
社
て
の
ひ
ら
の
家

２

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
上
笠
加
二
八
五
番
地
八

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
四
〇
一
〇
四
六

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

訪
問
介
護
な
な
い
ろ

２

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
上
笠
加
二
九
二

一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

有
限
会
社
て
の
ひ
ら
の
家

平成２９年１１月７日　岡山県公報　第１１９３８号



２

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
上
笠
加
二
八
五
番
地
八

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
四
〇
一
〇
三
八

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
介
護

平成２９年１１月７日　岡山県公報　第１１９３８号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
五
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
い
ぶ
き

２

所
在
地

岡
山
県
美
作
市
川
北
一
〇
八
九
番
地

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
幸
輝
会

２

所
在
地

岡
山
県
岡
山
市
中
区
国
府
市
場
九
八
五
番
地
一

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
三
七
〇
〇
八
九
一

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
介
護

介
護
予
防
訪
問
介
護

平成２９年１１月７日　岡山県公報　第１１９３８号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
六
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

蛍
流
荘

２

所
在
地

岡
山
県
美
作
市
湯
郷
九
〇
三
番
地

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
光
風
福
祉
会

２

所
在
地

岡
山
県
美
作
市
湯
郷
九
〇
三
番
地

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
三
七
〇
〇
九
〇
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ケ
ア
プ
ラ
ン
す
ず
ら
ん

２

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
上
笠
加
一
四
五
番
地
六

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
行
雲
社

平成２９年１１月７日　岡山県公報　第１１９３８号



２

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
上
笠
加
一
七
一
番
地
五

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
四
〇
一
〇
二
〇

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援

平成２９年１１月７日　岡山県公報　第１１９３８号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
七
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
五
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

訪
問
介
護
事
業
所
楽
々
園

２

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
北
池
一
六
九
番
地

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
岡
山

２

所
在
地

岡
山
県
岡
山
市
東
区
下
阿
知
一
一
八
〇
番
地

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
四
〇
〇
八
七
三

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
介
護

介
護
予
防
訪
問
介
護

平成２９年１１月７日　岡山県公報　第１１９３８号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
八
号

岡
山
県
財
務
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
八
号
）
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
九
年
十
一
月
六
日
付
け
で
、
次
の
岡
山
県
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
人
に
係
る
売
り
さ
ば
き
場

所
の
変
更
を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

売

り

さ

ば

き

人

変

更
後

の

売
り

さ
ば

き
場

所

名
称
及
び
代
表
者

所

在

地

の
氏
名

倉
敷
市
北
畝
四
丁
目
一
一
番

倉
敷
か
さ
や
農
業
協
同

倉
敷
市
北
畝
四
丁
目
一
一
番
四
三
号

四
三
号

組
合
福
田
支
店

支
店

長

小
倉

伸
二

平成２９年１１月７日　岡山県公報　第１１９３８号



〔
四
六
八
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
七
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
菜
の
は
な

三

代
表
者
の
氏
名

藤
岡
タ
キ
コ

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

倉
敷
市
児
島
赤
崎
四
丁
目
八
番
二
四
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
倉
敷
市
並
び
に
周
辺
市
町
村
の
高
齢
者
及
び
障
害
者
に
対
し
て
、
在
宅
訪
問
介
護

等
の
介
助
支
援
事
業
を
行
い
、
心
豊
か
な
社
会
生
活
を
送
る
手
助
け
を
推
進
し
、
広
く
地
域
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類

平成２９年１１月７日　岡山県公報　第１１９３８号



〔
四
六
九
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
改
良
区
清
算
人
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

長
船
土
地
改
良
区

二

退
任
清
算
人

退
任
清
算
人
氏
名

住

所

藤
原

和
正

瀬
戸
内
市
長
船
町
牛
文
二
七
九

堤

幸
彦

〃

〃

磯
上
三
七
七

浦
上

一

〃

〃

〃

一
〇
六
三

雪
吉

誠

〃

〃

福
里
三
〇
〇

高
原

峯
夫

〃

〃

磯
上
一
七
六
五

二

－

大
内

貞
義

〃

〃

牛
文
六
五
六

小
野
田
健
二

〃

〃

飯
井
二
三
二
三

山
本

善
雅

〃

〃

土
師
八
〇
九

日
下

光
男

〃

〃

磯
上
一
六
一
五

久
山

晃

〃

〃

牛
文
七
六
七

近
藤

吉
徳

〃

〃

磯
上
二
四
三
四

太
田

正
明

〃

〃

牛
文
一
五
九
〇

二

－

入
江

章
雅

〃

〃

〃

四
九
三

平成２９年１１月７日　岡山県公報　第１１９３８号



〔
四
七
〇
〕
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
二
級

建
築
士
の
免
許
の
取
消
し
を
行
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

二

免
許
の
取
消
し
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建

築
士
の
別
及
び
そ
の
者
の
登
録
番
号

須
田

允
夫

二
級
建
築
士

第
五
八
九
八
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

相
続
人
か
ら
、
当
該
二
級
建
築
士
が
死
亡
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
た
め

平成２９年１１月７日　岡山県公報　第１１９３８号



〔
四
七
一
〕
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
二
級

建
築
士
の
免
許
の
取
消
し
を
行
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日

二

免
許
の
取
消
し
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建

築
士
の
別
及
び
そ
の
者
の
登
録
番
号

坪
井

茂
樹

二
級
建
築
士

第
四
〇
六
二
号

三

免
許
の
取
消
し
の
理
由

相
続
人
か
ら
、
当
該
二
級
建
築
士
が
死
亡
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
た
め

平成２９年１１月７日　岡山県公報　第１１９３８号



◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
七
十
八
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
百
八
条
の
二
第
三
項

。

及
び
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
第
三
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
、
安
全
運
転
管
理
者
等
講
習
の
委
託
に
関
し
、
当
該
講
習
を
行
う
の
に
必
要
か
つ
適
切
な
組
織
、
設

備
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者
の
認
定
の
審
査
を
、
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

認
定
の
審
査
に
係
る
業
務

安
全
運
転
管
理
者
等
講
習

二

業
務
の
内
容
等

１

業
務
の
内
容

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
安
全
運
転
管
理
者
等
に
対
す
る
講
習

２

実
施
場
所

岡
山
県
公
安
委
員
会
が
別
途
指
定
す
る
場
所

３

委
託
予
定
期
間

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

認
定
要
件

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

１

組
織
要
件

道
路
に
お
け
る
交
通
の
安
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財

(1)
団
法
人
そ
の
他
の
者
で
あ
る
こ
と
。

法
人
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取

(2)
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を

有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
当
該
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行

役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
以

下
同
じ

）
と
す
る
法
人
で
な
い
こ
と
（
法
人
で
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

。

と
す
る

。
。
）

ア

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の

イ

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
刑
の
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

平成２９年１１月７日　岡山県公報　第１１９３８号



ウ

集
団
的
に
、
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
を
行

う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
者（

）

エ

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号

第
十
二
条
若
し
く
は
第
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
法
第
十
二
条
の
四
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
指
示
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
命
令
又
は
指
示
を
受
け
た
日
か
ら
起
算

し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

オ

ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
又
は
覚
醒
剤
の
中
毒
者

カ

心
身
の
障
害
に
よ
り
、
本
件
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び

意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

県
内
に
事
務
所
又
は
営
業
所
（
以
下
「
事
務
所
等
」
と
い
う

）
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

。

(3)

税
金
並
び
に
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
及
び
雇
用
保
険
（
こ
れ

(4)
ら
に
相
当
す
る
他
の
保
険
制
度
を
含
む

）
に
係
る
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

。

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
又

(5)
は
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て

が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

岡
山
県
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(6)

岡
山
県
収
入
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規

(7)
定
に
よ
り
知
事
か
ら
指
定
を
受
け
た
売
り
さ
ば
き
人
で
あ
り
、
本
件
業
務
の
履
行
場
所
に
売
り

さ
ば
き
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

２

設
備
要
件

本
件
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
機
材
を
本
件
業
務
の
履
行
場
所
に
調
達
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。

３

能
力
要
件

事
務
所
等
に
、
本
件
業
務
を
管
理
す
る
者
（
以
下
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う

）
を
配
置
す

。

(1)
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

安
全
運
転
管
理
者
等
の
講
習
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
程
第

(2)
三
号
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
講
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
人
数
の
講
習
指
導
員
を
本
件

業
務
の
履
行
場
所
に
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

本
件
業
務
に
従
事
す
る
被
用
者
等
に
対
し
、
道
路
交
通
関
係
法
令
の
内
容
に
関
す
る
教
育
訓

(3)
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
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四

認
定
の
審
査
に
係
る
手
続

１

提
出
書
類

認
定
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
認
定
審
査
申
請
書
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書

類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
途
定
め
る
様
式
に
よ
る
書
類

(1)
ア

法
人
に
あ
っ
て
は
、
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
を
記
載
し
た
名
簿

イ

法
人
に
あ
っ
て
は
、
役
員
が
三
１

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

(2)

ウ

納
入
証
明
書
等
（
保
険
料
の
未
納
額
が
な
い
こ
と
に
係
る
証
明
書
等
）

エ

三
１

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

(5)

オ

事
務
所
等
の
所
在
地
等
を
記
し
た
書
類

カ

管
理
責
任
者
と
し
て
指
定
す
る
者
及
び
本
件
業
務
に
従
事
す
る
講
習
指
導
員
の
略
歴
等
を

記
載
し
た
名
簿
（
い
ず
れ
も
申
請
時
に
お
い
て
確
保
し
て
い
る
者
（
申
請
時
に
お
い
て
、
委

託
開
始
ま
で
に
確
保
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
者
を
含
む

）
に
限
る

）

。

。

キ

申
請
時
に
お
い
て
管
理
責
任
者
又
は
必
要
な
講
習
指
導
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
お
い
て
は
、
本
件
業
務
の
委
託
開
始
ま
で
に
確
保
す
る
た
め
の
計
画
、
確
保
す
る
こ

と
を
誓
約
す
る
旨
等
を
記
し
た
書
類

ク

本
件
業
務
に
係
る
資
機
材
の
調
達
に
係
る
書
類

申
請
者
の
様
式
に
よ
る
書
類

(2)
ア

法
人
に
あ
っ
て
は
、
定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
類

イ

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
等
の
財
務
諸
表
（
申
請
時
の
直
近
年
の
決
算
報
告
）

ウ

内
部
組
織
体
制
、
職
員
の
事
務
分
掌
、
職
員
数
等
の
組
織
の
概
要
を
記
し
た
書
類

エ

岡
山
県
収
入
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
書
の
写
し
等

オ

就
業
規
則
そ
の
他
の
被
用
者
に
係
る
勤
務
条
件
、
研
修
等
に
関
す
る
内
部
規
程

カ

法
人
で
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
他
岡
山
県
公
安
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
書
類

官
公
庁
所
定
の
証
明
書
又
は
そ
の
写
し

(3)

、

（

、

）

ア

法
人
に
あ
っ
て
は

登
記
事
項
証
明
書

全
部
事
項
証
明
書
の
う
ち

履
歴
事
項
証
明
書

イ

法
人
に
あ
っ
て
は
、
役
員
が
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
す
る
記
録
が
な
い
旨
の
登

記
事
項
証
明
書
（
後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
十

条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
記
事
項
証
明
書
を
い
う

）
。

ウ

法
人
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
、
県
税
並
び
に
市
町
村
税
に
係
る
納
税
証
明
書
（
未
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納
の
税
額
が
な
い
こ
と
に
係
る
証
明
書
）

エ

三
１

に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
入
札
参
加
資
格
認
定
通
知
書
の
写
し
等

(6)

オ

管
理
責
任
者
と
し
て
指
定
す
る
者
に
係
る
安
全
運
転
管
理
者
等
講
習
修
了
証
書
の
写
し
等

２

提
出
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
十
六
日
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め

る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
岡
山
県
の
休
日
（
以
下

「
岡
山
県
の
休
日
」
と
い
う

）
を
除
く

）
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら

。

。

午
後
四
時
ま
で
の
間
と
す
る
。

３

提
出
場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
二
番
六
号

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
企
画
課

４

提
出
方
法

３
の
提
出
場
所
に
持
参
の
上
、
提
出
す
る
こ
と
。

五

認
定
審
査
申
請
関
係
書
類
の
配
布

１

配
布
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
九
日
ま
で
の
間
と
す
る
。

２

配
布
場
所
等

窓
口
配
布

(1)

１
の
配
布
期
間
中
（
岡
山
県
の
休
日
を
除
く

）
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一

。

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
１
の
配
布
期
間
の
最
終
日
に
つ
い
て
は
、
午
後
四
時
ま
で

、
岡
山

）

県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
企
画
課
に
お
い
て
配
布
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

(2)

岡
山
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
k
e
n
k
e
i
/
k
e
n
k
e
i
.
h
t
m

郵
送
配
布

(3)

返
信
用
の
封
筒
（
角
形
二
号
に
返
信
先
の
宛
名
を
明
記
し
、
百
四
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

も
の

を
同
封
し
て

四
３
の
場
所

郵
便
番
号
七
〇
〇

八
五
一
二

に
請
求
す
る
こ
と

平

）

、

（

）

（

－

成
三
十
年
一
月
五
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る

。
。
）

六

認
定
の
審
査
に
係
る
結
果
の
通
知

申
請
者
に
文
書
で
通
知
す
る
。
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七

認
定
の
有
効
期
間

認
定
し
た
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
三
に
掲
げ
る
要
件
を

欠
く
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
当
該
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

八

問
い
合
わ
せ
先

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
二
番
六
号

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
企
画
課

電
話
（
〇
八
六
）
二
三
四

〇
一
一
〇
（
内
線
五
〇
一
三
）

－
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
七
十
九
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
百
八
条
の
二
第
三
項

。

及
び
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
第
三
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ

、

、

、

り

指
定
自
動
車
教
習
所
職
員
講
習
の
委
託
に
関
し

当
該
講
習
を
行
う
の
に
必
要
か
つ
適
切
な
組
織

設
備
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者
の
認
定
の
審
査
を
、
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

認
定
の
審
査
に
係
る
業
務

指
定
自
動
車
教
習
所
職
員
講
習

二

業
務
の
内
容
等

１

業
務
の
内
容

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
九
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
自
動
車
教
習
所
の
職
員
に
対
す
る
講
習

２

実
施
場
所

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

３

委
託
予
定
期
間

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

認
定
要
件

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

１

組
織
要
件

道
路
に
お
け
る
交
通
の
安
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財

(1)
団
法
人
そ
の
他
の
者
で
あ
る
こ
と
。

法
人
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取

(2)
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を

有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
当
該
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行

役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
以

下
同
じ

）
と
す
る
法
人
で
な
い
こ
と
（
法
人
で
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

。

と
す
る

。
。
）

ア

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の

イ

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
刑
の
執
行
を
受
け
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る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

ウ

集
団
的
に
、
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
を
行

う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
者（

）

エ

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号

第
十
二
条
若
し
く
は
第
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
法
第
十
二
条
の
四
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
指
示
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
命
令
又
は
指
示
を
受
け
た
日
か
ら
起
算

し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

オ

ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
又
は
覚
醒
剤
の
中
毒
者

カ

心
身
の
障
害
に
よ
り
、
本
件
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び

意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

県
内
に
事
務
所
又
は
営
業
所
（
以
下
「
事
務
所
等
」
と
い
う

）
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

。

(3)

税
金
並
び
に
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
及
び
雇
用
保
険
（
こ
れ

(4)
ら
に
相
当
す
る
他
の
保
険
制
度
を
含
む

）
に
係
る
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

。

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
又

(5)
は
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て

が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

岡
山
県
役
務
の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(6)

岡
山
県
収
入
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規

(7)
定
に
よ
り
知
事
か
ら
指
定
を
受
け
た
売
り
さ
ば
き
人
で
あ
り
、
本
件
業
務
の
履
行
場
所
に
売
り

さ
ば
き
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

法
第
九
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
自
動
車
教
習
所
を
設
置
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者

(8)
を
構
成
員
と
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

２

設
備
要
件

本
件
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
教
材
を
本
件
業
務
の
履
行
場
所
に
調
達
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

３

能
力
要
件

事
務
所
等
に
、
本
件
業
務
を
管
理
す
る
者
（
以
下
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う

）
を
配
置
す

。

(1)
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

指
定
自
動
車
教
習
所
の
政
令
で
定
め
る
職
員
に
対
す
る
講
習
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
七

(2)
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
程
第
四
号
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
講
習
を
行
う
た
め
に
必
要
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（

、

。
）

な
人
数
の
講
習
指
導
員

本
件
業
務
の
実
施
に
必
要
な
資
格

能
力
等
を
有
す
る
者
に
限
る

を
本
件
業
務
の
履
行
場
所
に
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

本
件
業
務
に
従
事
す
る
被
用
者
等
に
対
し
、
道
路
交
通
関
係
法
令
の
内
容
に
関
す
る
教
育
訓

(3)
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

四

認
定
の
審
査
に
係
る
手
続

１

提
出
書
類

認
定
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
認
定
審
査
申
請
書
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書

類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
途
定
め
る
様
式
に
よ
る
書
類

(1)
ア

法
人
に
あ
っ
て
は
、
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
を
記
載
し
た
名
簿

イ

法
人
に
あ
っ
て
は
、
役
員
が
三
１

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

(2)

ウ

納
入
証
明
書
等
（
保
険
料
の
未
納
額
が
な
い
こ
と
に
係
る
証
明
書
等
）

エ

三
１

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

(5)

オ

事
務
所
等
の
所
在
地
等
を
記
し
た
書
類

カ

管
理
責
任
者
と
し
て
指
定
す
る
者
及
び
本
件
業
務
に
従
事
す
る
講
習
指
導
員
の
略
歴
等
を

記
載
し
た
名
簿
（
い
ず
れ
も
申
請
時
に
お
い
て
確
保
し
て
い
る
者
（
申
請
時
に
お
い
て
、
委

託
開
始
ま
で
に
確
保
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
者
を
含
む

）
に
限
る

）

。

。

キ

申
請
時
に
お
い
て
管
理
責
任
者
又
は
必
要
な
講
習
指
導
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
お
い
て
は
、
本
件
業
務
の
委
託
開
始
ま
で
に
確
保
す
る
た
め
の
計
画
、
確
保
す
る
こ

と
を
誓
約
す
る
旨
等
を
記
し
た
書
類

ク

本
件
業
務
に
係
る
施
設
及
び
教
材
の
調
達
に
係
る
書
類

申
請
者
の
様
式
に
よ
る
書
類

(2)
ア

法
人
に
あ
っ
て
は
、
定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
類

イ

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
等
の
財
務
諸
表
（
申
請
時
の
直
近
年
の
決
算
報
告
）

ウ

内
部
組
織
体
制
、
職
員
の
事
務
分
掌
、
職
員
数
等
の
組
織
の
概
要
を
記
し
た
書
類

エ

岡
山
県
収
入
証
紙
の
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
書
の
写
し
等

オ

就
業
規
則
そ
の
他
の
被
用
者
に
係
る
勤
務
条
件
、
研
修
等
に
関
す
る
内
部
規
程

カ

法
人
で
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
他
岡
山
県
公
安
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
書
類

官
公
庁
所
定
の
証
明
書
又
は
そ
の
写
し

(3)

、

（

、

）

ア

法
人
に
あ
っ
て
は

登
記
事
項
証
明
書

全
部
事
項
証
明
書
の
う
ち

履
歴
事
項
証
明
書
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イ

法
人
に
あ
っ
て
は
、
役
員
が
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
す
る
記
録
が
な
い
旨
の
登

記
事
項
証
明
書
（
後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
十

条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
記
事
項
証
明
書
を
い
う

）
。

ウ

法
人
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
、
県
税
並
び
に
市
町
村
税
に
係
る
納
税
証
明
書
（
未

納
の
税
額
が
な
い
こ
と
に
係
る
証
明
書
）

エ

三
１

に
該
当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
入
札
参
加
資
格
認
定
通
知
書
の
写
し
等

(6)

オ

管
理
責
任
者
と
し
て
指
定
す
る
者
に
係
る
安
全
運
転
管
理
者
等
講
習
修
了
証
書
の
写
し
等

２

提
出
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
十
六
日
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め

る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
岡
山
県
の
休
日
（
以
下

「
岡
山
県
の
休
日
」
と
い
う

）
を
除
く

）
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら

。

。

午
後
四
時
ま
で
の
間
と
す
る
。

３

提
出
場
所

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
（
岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
内
）

４

提
出
方
法

３
の
提
出
場
所
に
持
参
の
上
、
提
出
す
る
こ
と
。

五

認
定
審
査
申
請
関
係
書
類
の
配
布

１

配
布
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
九
日
ま
で
の
間
と
す
る
。

２

配
布
場
所
等

窓
口
配
布

(1)

１
の
配
布
期
間
中
（
岡
山
県
の
休
日
を
除
く

）
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一

。

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
１
の
配
布
期
間
の
最
終
日
に
つ
い
て
は
、
午
後
四
時
ま
で

、
岡
山

）

県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
に
お
い
て
配
布
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

(2)

岡
山
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
k
e
n
k
e
i
/
k
e
n
k
e
i
.
h
t
m

郵
送
配
布

(3)

返
信
用
の
封
筒
（
角
形
二
号
に
返
信
先
の
宛
名
を
明
記
し
、
百
四
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
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も
の

を
同
封
し
て

四
３
の
場
所

郵
便
番
号
七
〇
九

二
一
九
二

に
請
求
す
る
こ
と

平

）

、

（

）

（

－

成
三
十
年
一
月
五
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る

。
。
）

六

認
定
の
審
査
に
係
る
結
果
の
通
知

申
請
者
に
文
書
で
通
知
す
る
。

七

認
定
の
有
効
期
間

認
定
し
た
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
三
に
掲
げ
る
要
件
を

欠
く
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
当
該
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

八

問
い
合
わ
せ
先

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

電
話
（
〇
八
六
）
七
二
四

二
二
〇
〇
（
内
線
五
二
〇
）

－
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
八
十
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
百
八
条
第
一
項
及
び

。

道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
第
三
十
一
条
の
四
の
二
の
規
定
に
よ

り
、
仮
免
許
試
験
補
助
事
務
の
委
託
に
関
し
、
当
該
事
務
を
行
う
の
に
必
要
か
つ
適
切
な
組
織
及
び
能

力
を
有
す
る
と
認
め
る
法
人
の
認
定
の
審
査
を
、
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

認
定
の
審
査
に
係
る
業
務

仮
免
許
試
験
補
助
事
務

二

業
務
の
内
容
等

１

業
務
の
内
容

法
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
申
請
書
の
受
理
、
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
運
転
免
許
証
の
作
成
及
び
交
付
並
び
に
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
行
う
運
転
免
許
試
験
の
事
務
の
う
ち
、
仮
運
転
免
許
に
係
る
も
の
の
補
助
に
関

す
る
事
務

２

実
施
場
所

岡
山
県
公
安
委
員
会
が
別
途
指
定
す
る
場
所

３

委
託
予
定
期
間

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

認
定
要
件

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
法
人
と
す

る
。

１

組
織
要
件

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は

(1)
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か

を
問
わ
ず
、
当
該
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準

ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ

）
と
す
る

。

法
人
で
な
い
こ
と
。

ア

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の

イ

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
刑
の
執
行
を
受
け
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る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

ウ

集
団
的
に
、
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
を
行

う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
者（

）

エ

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号

第
十
二
条
若
し
く
は
第
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
法
第
十
二
条
の
四
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
指
示
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
命
令
又
は
指
示
を
受
け
た
日
か
ら
起
算

し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

オ

ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
又
は
覚
醒
剤
の
中
毒
者

カ

心
身
の
障
害
に
よ
り
、
本
件
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び

意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

県
内
に
事
務
所
又
は
営
業
所
（
以
下
「
事
務
所
等
」
と
い
う

）
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

。

(2)

税
金
並
び
に
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
及
び
雇
用
保
険
（
こ
れ

(3)
ら
に
相
当
す
る
他
の
保
険
制
度
を
含
む

）
に
係
る
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

。

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
又

(4)
は
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て

が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

２

能
力
要
件

事
務
所
等
に
、
本
件
業
務
を
管
理
す
る
者
（
以
下
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う

）
を
配
置
す

。

(1)
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

本
件
業
務
に
従
事
す
る
被
用
者
等
に
対
し
、
道
路
交
通
関
係
法
令
の
内
容
に
関
す
る
教
育
訓

(2)
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

四

認
定
の
審
査
に
係
る
手
続

１

提
出
書
類

認
定
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
は
、
所
定
の
認
定
審
査
申
請
書
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る

書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
途
定
め
る
様
式
に
よ
る
書
類

(1)
ア

役
員
の
氏
名
及
び
住
所
を
記
載
し
た
名
簿

イ

役
員
が
三
１

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

(1)

ウ

納
入
証
明
書
等
（
保
険
料
の
未
納
額
が
な
い
こ
と
に
係
る
証
明
書
等
）

エ

三
１

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

(4)
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オ

事
務
所
等
の
所
在
地
等
を
記
し
た
書
類

カ

管
理
責
任
者
と
し
て
指
定
す
る
者
の
略
歴
等
を
記
載
し
た
名
簿
（
申
請
時
に
お
い
て
確
保

し
て
い
る
者
（
申
請
時
に
お
い
て
、
委
託
開
始
ま
で
に
確
保
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
者

を
含
む

）
に
限
る

）

。

。

申
請
者
の
様
式
に
よ
る
書
類

(2)
ア

定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
類

イ

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
等
の
財
務
諸
表
（
申
請
時
の
直
近
年
の
決
算
報
告
）

ウ

内
部
組
織
体
制
、
職
員
の
事
務
分
掌
、
職
員
数
等
の
組
織
の
概
要
を
記
し
た
書
類

エ

就
業
規
則
そ
の
他
の
被
用
者
に
係
る
勤
務
条
件
、
研
修
等
に
関
す
る
内
部
規
程

官
公
庁
所
定
の
証
明
書
又
は
そ
の
写
し

(3)
ア

登
記
事
項
証
明
書
（
全
部
事
項
証
明
書
の
う
ち
、
履
歴
事
項
証
明
書
）

イ

役
員
が
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
す
る
記
録
が
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
（
後

見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
登
記
事
項
証
明
書
を
い
う

）
。

ウ

法
人
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
、
県
税
並
び
に
市
町
村
税
に
係
る
納
税
証
明
書
（
未

納
の
税
額
が
な
い
こ
と
に
係
る
証
明
書
）

エ

管
理
責
任
者
と
し
て
指
定
す
る
者
に
係
る
安
全
運
転
管
理
者
等
講
習
修
了
証
書
の
写
し
等

２

提
出
書
類
の
特
例

認
定
の
審
査
に
係
る
申
請
を
行
う
法
人
が
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
自
動
車

教
習
所
の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
所
定
の
認
定
審
査
申
請
書
の
ほ
か
、
１

ウ
(1)

及
び

ウ
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
を
も
っ
て
足
り
る
こ
と
と
す
る
。

(3)

３

提
出
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
十
六
日
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め

る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
岡
山
県
の
休
日
（
以
下

「
岡
山
県
の
休
日
」
と
い
う

）
を
除
く

）
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら

。

。

午
後
四
時
ま
で
の
間
と
す
る
。

４

提
出
場
所

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
（
岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
内
）

５

提
出
方
法
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４
の
提
出
場
所
に
持
参
の
上
、
提
出
す
る
こ
と
。

五

認
定
審
査
申
請
関
係
書
類
の
配
布

１

配
布
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
九
日
ま
で
の
間
と
す
る
。

２

配
布
場
所
等

窓
口
配
布

(1)

１
の
配
布
期
間
中
（
岡
山
県
の
休
日
を
除
く

）
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一

。

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
１
の
配
布
期
間
の
最
終
日
に
つ
い
て
は
、
午
後
四
時
ま
で

、
岡
山

）

県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
に
お
い
て
配
布
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

(2)

岡
山
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
k
e
n
k
e
i
/
k
e
n
k
e
i
.
h
t
m

郵
送
配
布

(3)

返
信
用
の
封
筒
（
角
形
二
号
に
返
信
先
の
宛
名
を
明
記
し
、
百
四
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

も
の

を
同
封
し
て

四
４
の
場
所

郵
便
番
号
七
〇
九

二
一
九
二

に
請
求
す
る
こ
と

平

）

、

（

）

（

－

成
三
十
年
一
月
五
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る

。
。
）

六

認
定
の
審
査
に
係
る
結
果
の
通
知

申
請
者
に
文
書
で
通
知
す
る
。

七

認
定
の
有
効
期
間

認
定
し
た
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
三
に
掲
げ
る
要
件
を

欠
く
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
当
該
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

八

そ
の
他

こ
の
審
査
に
よ
り
認
定
し
た
法
人
に
つ
い
て
、
当
該
認
定
の
後
、
七
の
認
定
の
有
効
期
間
内
に
指

定
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
免
許
の
種
類
の
追
加
の
指
定
が
行
わ
れ
た
と
き
そ
の
他
現
に
認
定
し
た

本
件
業
務
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
必
要
か
つ
適
切
な
組
織
及
び
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
新
た
な

事
情
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
法
人
か
ら
の
申
出
に
よ
り
、
当
該
新
た
な
事
情
に
基
づ
く
認
定
の
審

査
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

九

問
い
合
わ
せ
先

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

電
話
（
〇
八
六
）
七
二
四

二
二
〇
〇
（
内
線
五
二
〇
）

－
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
八
十
一
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
百
八
条
の
二
第
三
項

。

及
び
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
第
三
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
、
取
得
時
講
習
の
委
託
に
関
し
、
当
該
講
習
を
行
う
の
に
必
要
か
つ
適
切
な
組
織
、
設
備
及
び
能
力

を
有
す
る
と
認
め
る
者
の
認
定
の
審
査
を
、
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

認
定
の
審
査
に
係
る
業
務

取
得
時
講
習

二

業
務
の
内
容
等

１

業
務
の
内
容

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
講
習
（
岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
も
の
を
除
く

）
。

２

実
施
場
所

岡
山
県
公
安
委
員
会
が
別
途
指
定
す
る
場
所

３

委
託
予
定
期
間

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

認
定
要
件

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

１

組
織
要
件

道
路
に
お
け
る
交
通
の
安
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財

(1)
団
法
人
そ
の
他
の
者
で
あ
る
こ
と
。

法
人
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取

(2)
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を

有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
当
該
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行

役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
以

下
同
じ

）
と
す
る
法
人
で
な
い
こ
と
（
法
人
で
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

。

と
す
る

。
。
）

ア

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の

イ

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
刑
の
執
行
を
受
け
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る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

ウ

集
団
的
に
、
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
を
行

う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
者（

）

エ

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号

第
十
二
条
若
し
く
は
第
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
法
第
十
二
条
の
四
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
指
示
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
命
令
又
は
指
示
を
受
け
た
日
か
ら
起
算

し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

オ

ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
又
は
覚
醒
剤
の
中
毒
者

カ

心
身
の
障
害
に
よ
り
、
本
件
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び

意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

県
内
に
事
務
所
又
は
営
業
所
（
以
下
「
事
務
所
等
」
と
い
う

）
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

。

(3)

税
金
並
び
に
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
及
び
雇
用
保
険
（
こ
れ

(4)
ら
に
相
当
す
る
他
の
保
険
制
度
を
含
む

）
に
係
る
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

。

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
又

(5)
は
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て

が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

２

設
備
要
件

本
件
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
教
材
を
本
件
業
務
の
履
行
場
所
に
調
達
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

３

能
力
要
件

事
務
所
等
に
、
本
件
業
務
を
管
理
す
る
者
（
以
下
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う

）
を
配
置
す

。

(1)
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

次
に
掲
げ
る
規
程
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
本
件
業
務
（
二
１
の
講
習
の
う
ち
、
認
定
を

(2)
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
に
限
る

）
の
実
施
に
必
要
な
資
格
、
能
力
等
を
有
す
る
も
の
と
し
て

。

講
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
人
数
の
講
習
指
導
員
を
本
件
業
務
の
履
行
場
所
に
配
置
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

ア

大
型
車
講
習
、
中
型
車
講
習
、
準
中
型
車
講
習
、
普
通
車
講
習
、
大
型
二
輪
車
講
習
、
普

通
二
輪
車
講
習
及
び
第
一
種
免
許
に
係
る
応
急
救
護
処
置
講
習
に
関
す
る
規
程
（
平
成
六
年

岡
山
県
公
安
委
員
会
規
程
第
三
号
）

イ

第
二
種
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
講
習
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
四
年
岡
山

平成２９年１１月７日　岡山県公報　第１１９３８号



県
公
安
委
員
会
規
程
第
八
号
）

ウ

原
付
講
習
に
関
す
る
規
程
（
平
成
四
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
程
第
五
号
）

本
件
業
務
に
従
事
す
る
被
用
者
等
に
対
し
、
道
路
交
通
関
係
法
令
の
内
容
に
関
す
る
教
育
訓

(3)
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

四

認
定
の
審
査
に
係
る
手
続

１

提
出
書
類

認
定
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
認
定
審
査
申
請
書
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書

類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
途
定
め
る
様
式
に
よ
る
書
類

(1)
ア

法
人
に
あ
っ
て
は
、
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
を
記
載
し
た
名
簿

イ

法
人
に
あ
っ
て
は
、
役
員
が
三
１

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

(2)

ウ

納
入
証
明
書
等
（
保
険
料
の
未
納
額
が
な
い
こ
と
に
係
る
証
明
書
等
）

エ

三
１

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

(5)

オ

事
務
所
等
の
所
在
地
等
を
記
し
た
書
類

カ

管
理
責
任
者
と
し
て
指
定
す
る
者
及
び
本
件
業
務
に
従
事
す
る
講
習
指
導
員
の
略
歴
等
を

記
載
し
た
名
簿
（
い
ず
れ
も
申
請
時
に
お
い
て
確
保
し
て
い
る
者
（
申
請
時
に
お
い
て
、
委

託
開
始
ま
で
に
確
保
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
者
を
含
む

）
に
限
る

）

。

。

キ

申
請
時
に
お
い
て
管
理
責
任
者
又
は
必
要
な
講
習
指
導
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
お
い
て
は
、
本
件
業
務
の
委
託
開
始
ま
で
に
確
保
す
る
た
め
の
計
画
、
確
保
す
る
こ

と
を
誓
約
す
る
旨
等
を
記
し
た
書
類

ク

本
件
業
務
に
係
る
施
設
等
の
調
達
に
係
る
書
類

申
請
者
の
様
式
に
よ
る
書
類

(2)
ア

法
人
に
あ
っ
て
は
、
定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
類

イ

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
等
の
財
務
諸
表
（
申
請
時
の
直
近
年
の
決
算
報
告
）

ウ

内
部
組
織
体
制
、
職
員
の
事
務
分
掌
、
職
員
数
等
の
組
織
の
概
要
を
記
し
た
書
類

エ

就
業
規
則
そ
の
他
の
被
用
者
に
係
る
勤
務
条
件
、
研
修
等
に
関
す
る
内
部
規
程

オ

法
人
で
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
他
岡
山
県
公
安
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
書
類

官
公
庁
所
定
の
証
明
書
又
は
そ
の
写
し

(3)

、

（

、

）

ア

法
人
に
あ
っ
て
は

登
記
事
項
証
明
書

全
部
事
項
証
明
書
の
う
ち

履
歴
事
項
証
明
書

イ

法
人
に
あ
っ
て
は
、
役
員
が
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
す
る
記
録
が
な
い
旨
の
登
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記
事
項
証
明
書
（
後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
十

条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
記
事
項
証
明
書
を
い
う

）
。

ウ

法
人
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
、
県
税
並
び
に
市
町
村
税
に
係
る
納
税
証
明
書
（
未

納
の
税
額
が
な
い
こ
と
に
係
る
証
明
書
）

エ

管
理
責
任
者
と
し
て
指
定
す
る
者
に
係
る
安
全
運
転
管
理
者
等
講
習
修
了
証
書
の
写
し
等

２

提
出
書
類
の
特
例

認
定
の
審
査
に
係
る
申
請
を
行
う
者
が
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
自
動
車
教

習
所
の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
所
定
の
認
定
審
査
申
請
書
の
ほ
か
、
１

ウ
及

(1)

び

ウ
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
を
も
っ
て
足
り
る
こ
と
と
す
る
。

(3)

３

提
出
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
十
六
日
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め

る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
岡
山
県
の
休
日
（
以
下

「
岡
山
県
の
休
日
」
と
い
う

）
を
除
く

）
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら

。

。

午
後
四
時
ま
で
の
間
と
す
る
。

４

提
出
場
所

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
（
岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
内
）

５

提
出
方
法

４
の
提
出
場
所
に
持
参
の
上
、
提
出
す
る
こ
と
。

五

認
定
審
査
申
請
関
係
書
類
の
配
布

１

配
布
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
九
日
ま
で
の
間
と
す
る
。

２

配
布
場
所
等

窓
口
配
布

(1)

１
の
配
布
期
間
中
（
岡
山
県
の
休
日
を
除
く

）
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一

。

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
１
の
配
布
期
間
の
最
終
日
に
つ
い
て
は
、
午
後
四
時
ま
で

、
岡
山

）

県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
に
お
い
て
配
布
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

(2)

岡
山
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
k
e
n
k
e
i
/
k
e
n
k
e
i
.
h
t
m
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郵
送
配
布

(3)

返
信
用
の
封
筒
（
角
形
二
号
に
返
信
先
の
宛
名
を
明
記
し
、
百
四
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

も
の

を
同
封
し
て

四
４
の
場
所

郵
便
番
号
七
〇
九

二
一
九
二

に
請
求
す
る
こ
と

平

）

、

（

）

（

－
成
三
十
年
一
月
五
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る

。
。
）

六

認
定
の
審
査
に
係
る
結
果
の
通
知

申
請
者
に
文
書
で
通
知
す
る
。

七

認
定
の
有
効
期
間

認
定
し
た
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
三
に
掲
げ
る
要
件
を

欠
く
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
当
該
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

八

そ
の
他

こ
の
審
査
に
よ
り
認
定
し
た
者
に
つ
い
て
、
当
該
認
定
の
後
、
七
の
認
定
の
有
効
期
間
内
に
指
定

自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
免
許
の
種
類
の
追
加
の
指
定
が
行
わ
れ
た
と
き
そ
の
他
現
に
認
定
し
た
本

件
業
務
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
必
要
か
つ
適
切
な
組
織
、
設
備
及
び
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
新

た
な
事
情
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り
、
当
該
新
た
な
事
情
に
基
づ
く
認
定
の

審
査
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

九

問
い
合
わ
せ
先

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

電
話
（
〇
八
六
）
七
二
四

二
二
〇
〇
（
内
線
五
二
〇
）

－
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
八
十
二
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
百
八
条
第
一
項
及
び

。

第
百
八
条
の
二
第
三
項
並
び
に
道
路
交
通
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
第
六
十
号
）
第
三

十
一
条
の
四
の
二
及
び
第
三
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
高
齢
者
講
習
、
認
知
機
能
検
査
等
の
委
託

に
関
し
、
当
該
講
習
及
び
検
査
を
行
う
の
に
必
要
か
つ
適
切
な
組
織
、
設
備
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認

め
る
法
人
の
認
定
の
審
査
を
、
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

認
定
の
審
査
に
係
る
業
務

高
齢
者
講
習
、
認
知
機
能
検
査
及
び
特
定
任
意
高
齢
者
講
習

二

業
務
の
内
容
等

１

業
務
の
内
容

法
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
る
高
齢
者
講
習
（
法
第
百
一
条
の
七
第
五

(1)
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く

）
。

法
第
百
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
任
意
高
齢
者
講
習

(2)

法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
及
び
第
百
一
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
認
知
機
能

(3)
検
査
（
法
第
百
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の

を
除
く

）
。

２

実
施
場
所

岡
山
県
公
安
委
員
会
が
別
途
指
定
す
る
場
所

３

委
託
予
定
期
間

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

認
定
要
件

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
法
人
と
す

る
。

１

組
織
要
件

道
路
に
お
け
る
交
通
の
安
全
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財

(1)
団
法
人
そ
の
他
の
法
人
で
あ
る
こ
と
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は

(2)
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
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を
問
わ
ず
、
当
該
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準

ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ

）
と
す
る

。

法
人
で
な
い
こ
と
。

ア

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の

イ

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
刑
の
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

ウ

集
団
的
に
、
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
を
行

う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
者（

）

エ

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号

第
十
二
条
若
し
く
は
第
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
法
第
十
二
条
の
四
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
指
示
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
命
令
又
は
指
示
を
受
け
た
日
か
ら
起
算

し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

オ

ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
又
は
覚
醒
剤
の
中
毒
者

カ

心
身
の
障
害
に
よ
り
、
本
件
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び

意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

県
内
に
事
務
所
又
は
営
業
所
（
以
下
「
事
務
所
等
」
と
い
う

）
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

。

(3)

税
金
並
び
に
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
及
び
雇
用
保
険
（
こ
れ

(4)
ら
に
相
当
す
る
他
の
保
険
制
度
を
含
む

）
に
係
る
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

。

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
又

(5)
は
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て

が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

２

設
備
要
件

本
件
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
教
材
を
本
件
業
務
の
履
行
場
所
に
調
達
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

３

能
力
要
件

事
務
所
等
に
、
本
件
業
務
を
管
理
す
る
者
（
以
下
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う

）
を
配
置
す

。

(1)
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

次
に
掲
げ
る
規
程
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
本
件
業
務
の
実
施
に
必
要
な
資
格
、
能
力
等

(2)
を
有
す
る
も
の
と
し
て
高
齢
者
講
習
及
び
特
定
任
意
高
齢
者
講
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
人
数

の
講
習
指
導
員
並
び
に
認
知
機
能
検
査
を
行
う
た
め
に
必
要
な
人
数
の
検
査
員
を
本
件
業
務
の
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履
行
場
所
に
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。（

）

ア

特
定
任
意
高
齢
者
講
習
に
関
す
る
規
程

平
成
十
四
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
程
第
九
号

イ

認
知
機
能
検
査
の
運
用
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
九
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
程
第
一

号
）

（

）

ウ

高
齢
者
講
習
の
運
用
に
関
す
る
規
程

平
成
二
十
九
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
程
第
二
号

本
件
業
務
に
従
事
す
る
被
用
者
等
に
対
し
、
道
路
交
通
関
係
法
令
の
内
容
に
関
す
る
教
育
訓

(3)
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

四

認
定
の
審
査
に
係
る
手
続

１

提
出
書
類

認
定
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
は
、
所
定
の
認
定
審
査
申
請
書
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る

書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
途
定
め
る
様
式
に
よ
る
書
類

(1)
ア

役
員
の
氏
名
及
び
住
所
を
記
載
し
た
名
簿

イ

役
員
が
三
１

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

(2)

ウ

納
入
証
明
書
等
（
保
険
料
の
未
納
額
が
な
い
こ
と
に
係
る
証
明
書
等
）

エ

三
１

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

(5)

オ

事
務
所
等
の
所
在
地
等
を
記
し
た
書
類

カ

管
理
責
任
者
と
し
て
指
定
す
る
者
並
び
に
本
件
業
務
に
従
事
す
る
講
習
指
導
員
及
び
検
査

員
の
略
歴
等
を
記
載
し
た
名
簿
（
い
ず
れ
も
申
請
時
に
お
い
て
確
保
し
て
い
る
者
（
申
請
時

に
お
い
て
、
委
託
開
始
ま
で
に
確
保
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
者
を
含
む

）
に
限
る

）

。

。

キ

申
請
時
に
お
い
て
管
理
責
任
者
又
は
必
要
な
講
習
指
導
員
若
し
く
は
検
査
員
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
本
件
業
務
の
委
託
開
始
ま
で
に
確
保
す
る
た
め
の
計

画
、
確
保
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
旨
等
を
記
し
た
書
類

ク

本
件
業
務
に
係
る
施
設
等
の
調
達
に
係
る
書
類

申
請
者
の
様
式
に
よ
る
書
類

(2)
ア

定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
書
類

イ

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
等
の
財
務
諸
表
（
申
請
時
の
直
近
年
の
決
算
報
告
）

ウ

内
部
組
織
体
制
、
職
員
の
事
務
分
掌
、
職
員
数
等
の
組
織
の
概
要
を
記
し
た
書
類

エ

就
業
規
則
そ
の
他
の
被
用
者
に
係
る
勤
務
条
件
、
研
修
等
に
関
す
る
内
部
規
程

官
公
庁
所
定
の
証
明
書
又
は
そ
の
写
し

(3)
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ア

登
記
事
項
証
明
書
（
全
部
事
項
証
明
書
の
う
ち
、
履
歴
事
項
証
明
書
）

イ

役
員
が
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
す
る
記
録
が
な
い
旨
の
登
記
事
項
証
明
書
（
後

見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
登
記
事
項
証
明
書
を
い
う

）
。

ウ

法
人
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
、
県
税
並
び
に
市
町
村
税
に
係
る
納
税
証
明
書
（
未

納
の
税
額
が
な
い
こ
と
に
係
る
証
明
書
）

エ

管
理
責
任
者
と
し
て
指
定
す
る
者
に
係
る
安
全
運
転
管
理
者
等
講
習
修
了
証
書
の
写
し
等

２

提
出
書
類
の
特
例

認
定
の
審
査
に
係
る
申
請
を
行
う
法
人
が
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
自
動
車

教
習
所
の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
所
定
の
認
定
審
査
申
請
書
の
ほ
か
、
１

ウ
(1)

及
び

ウ
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
を
も
っ
て
足
り
る
こ
と
と
す
る
。

(3)

３

提
出
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
十
六
日
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め

る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
岡
山
県
の
休
日
（
以
下

「
岡
山
県
の
休
日
」
と
い
う

）
を
除
く

）
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら

。

。

午
後
四
時
ま
で
の
間
と
す
る
。

４

提
出
場
所

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
（
岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
内
）

５

提
出
方
法

４
の
提
出
場
所
に
持
参
の
上
、
提
出
す
る
こ
と
。

五

認
定
審
査
申
請
関
係
書
類
の
配
布

１

配
布
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
七
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
九
日
ま
で
の
間
と
す
る
。

２

配
布
場
所
等

窓
口
配
布

(1)

１
の
配
布
期
間
中
（
岡
山
県
の
休
日
を
除
く

）
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一

。

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
１
の
配
布
期
間
の
最
終
日
に
つ
い
て
は
、
午
後
四
時
ま
で

、
岡
山

）

県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
に
お
い
て
配
布
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

(2)
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岡
山
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
k
e
n
k
e
i
/
k
e
n
k
e
i
.
h
t
m

郵
送
配
布

(3)

返
信
用
の
封
筒
（
角
形
二
号
に
返
信
先
の
宛
名
を
明
記
し
、
百
四
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

も
の

を
同
封
し
て

四
４
の
場
所

郵
便
番
号
七
〇
九

二
一
九
二

に
請
求
す
る
こ
と

平

）

、

（

）

（

－

成
三
十
年
一
月
五
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る

。
。
）

六

認
定
の
審
査
に
係
る
結
果
の
通
知

申
請
者
に
文
書
で
通
知
す
る
。

七

認
定
の
有
効
期
間

認
定
し
た
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
三
に
掲
げ
る
要
件
を

欠
く
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
当
該
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

八

問
い
合
わ
せ
先

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

電
話
（
〇
八
六
）
七
二
四

二
二
〇
〇
（
内
線
五
二
〇
）

－
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